






支援方法の例

・文字で書いて伝える。

・絵やイラスト、動画を用いる。

・短い文で話す。

・一度紙に書いてから話をするようにする。

・文節ごとにスラッシュを入れる。

・定規を当て、読む行だけ見えるようにする。

・指で押さえながら読むように伝える。

・拡大コピーして読むようにする。

・振り仮名を付ける。

・プリントはＵＤフォントで作成する。

・書くためのプリントは拡大して使用する。

・升目の大きいノートを使う。

・めあてとまとめだけを書くなど、書く量を

調整する。

・デジタルカメラに撮ってノートに貼る。

・タブレットに入力する。

・升目が書いてあるプリントを使用し、位を

揃えて筆算ができるようにする。

・九九表を提示する。

・計算の手順を提示する。

・５Ｗ１Ｈのヒントを示す。

・書く内容を写真等で視覚的に示す。



・絵描き歌のように描き方の手順を示す。

・描き方の例を示す。

・友達の真似をしてもいいことを伝える。

・重要事項を書いて教室内に掲示し、いつで

も確認できるようにする。

・覚え方（語呂合わせなど）を教える。

・発表の話型を示す。

・発表の順番を２番目以降にして、前の友達

の発表を参考にできるようにする。

・確実に正解できる内容を発表できるように

する。

・宿題の量を調整する。

・宿題する順番を伝える。

・スケジュールを一緒に立てる。

・紙を配るなど動いてよい係を設定する。

・動きのある活動を取り入れる。

・黒板周囲の掲示物を精選する。

・約束やルールを事前に提示する。

・深呼吸を教える。

・クールダウンできる場所を決める。

・先生に援助を求めるように伝える。

・持ってくる物のチェック表を作る。

・自分でメモをとるように伝える。

・付箋に書いて渡す。



・用具を入れるケースを準備する。

・少人数で楽しく過ごせる方法を探す。

・１人で楽しむことができる活動を探す。

・動作を区切って教える。

・動画で繰り返し見て学べるようにする。

・用具を工夫する。（くるんパス※等）

・用具を工夫する。（ふえピタ※等）

・演奏する部分を調整する。

・量を減らす。

・イヤーマフ※を使う。

・テストを別室で受ける。

・座席を窓側にする。

・我慢ができないときは、教室を出て、外の

空気を吸うことができるようにする。

・座席の位置を変える。

・サングラス等を使う。

・１人や少人数で過ごせる場所を話し合って

決める。

※くるんパス：簡単に円を書くことができるコンパス。

※ふえピタ：リコーダーの穴を押さえやすくするために貼るシール。

※イヤーマフ：耳から入る音の大きさが軽減される防音保護具。


